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　今日，世論調査，市場調査などをはじめとして，さ
まざまな分野において，数多くの個々人の社会的態度
が社会的実査（social　survery）によって測定されて
いる。このような状況の中で，最近コンピュータを用
いた社会実査が行われるようになってきている。しか
しながら，コンピュータを用いた社会実査の結果の妥
当性，特に，社会的態度などの人間の意識に関する測
定についての妥当性を検討する研究はいまだにほとん
どなされていない。本研究の目的は，コンピュータを
用いた社会的態度測定法についての基礎的データを収
集し，その妥当性を検討することであった。
　この目的のために，今年度，同一の質問項目につい
て，コンピュータを用いた社会実査と，オーソドック
スな社会実査法のひとつである質問紙調査法による社
会実査を，同一の母集団に対して同時に実施して，そ
の比較検討を行った。（ただし，質問紙調査法におい
ては，回答方式が異なるA票とB票の2種類を設定
した。）
　実査は，1991年11月2日，3日，明治大学駿河台キ
ャンパスにおいて，学園祭に訪れた学生（中学生から
大学院生まで）を調査対象者として実施された。被験
者は無作為にコンピュータ調査か質問紙調査（A票
またはB票）に振り分げられた。被験者数は，コソ
ピュータ調査39名，質問紙調査A票42名，同B票42
名，計123名であった。
　質問項目には，（i）tr会的態度などの「意識について
の質問項目」の他に，比較のために⑩「事実について
の質問項目」も設定した。具体的には，（1）「意識につ
いての質問項目」では，調査意識対象として，a）広告，
b）自分の学校，c）遠くにある他の学校を設定した。
これらの対象についてそれぞれ，好意度についての態
度測定，SD法（意味微分法）による態度測定，知覚
あるいは認識の程度についての測定，SD法に用いた
属性の重要度測定，などが実施された。（1）「事実につ
いての質問項目」では，被験者自身に関する事柄の測
定が実施された。このなかには，性別，学校の種類
（共学校等）など，被験者にとって比較的に答えやす
い質問項目と，自分が支出できる金額，交際費の金額
など，収入額，支出額，貯蓄，クレジットカードの使
用状況など，比較的にプライバシーに踏み込んだ被験
者にとって答えにくい質問項目が設定された。
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